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樫原湿原のテリハアカショウマ、モウセンゴケ 



天候は、曇り時々雨、気温２６度Ｃ 











山地や林縁のやや湿った所に生える多年草。葉に光沢があることから 
「 照葉」地下茎の皮が赤みを帯びることから「赤升麻」 



丘陵や浅い山の林内に生える高さ30～60cmの多年草。 茎には翼
状の稜がある。葉は互生、下の2-3個が大きく上のものほど小さい。 



ウツボグサ（靫草） シソ科  



ユウスゲ（夕菅） ユリ科 別名：キスゲ（黄菅） 





カキラン         ノアザミ 





日本では北海道から九州まで湿地帯に自生し、 
多数の都道府県にてレッドリストの絶滅危惧I類、絶滅危惧II類、 

準絶滅危惧などに指定されている。（出典：Ｗｉｋｉｐｅｄｉａ） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E6%B5%B7%E9%81%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B9%9D%E5%B7%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%BD%E9%81%93%E5%BA%9C%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AC%E3%83%83%E3%83%89%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88


薄いピンク色の花もある。 



ヌマトラノオ(沼虎の尾)」は7～9月に咲くサクラソウ科の花。花の特徴は「直立した茎先 に総状
花序（柄のある花が花茎に均等につく）を出し、白い花をたくさんつける。岡虎の尾 （オカトラノ

オ）と似ているが、花穂がまっすぐ立って葉も小さい。 



イヌヌマトラノオ（犬沼虎の尾） サクラソウ科 

















花色は白のものと赤紫のものがあり、中央部はどちらも黄色である。 
花は、受精すると、一日でしぼんでしまう。（出典：Ｗｉｋｉｐｅｄｉａ） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B5%A4%E7%B4%AB


道中に見た花 






